
シルバーだより

第10号
H29 .7 . 25

2

理
事
長
挨
拶

8

職
員
紹
介
・
掲
示
板

3

平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
開
催

特
集

4

新
役
員
・
各
部
会
所
掌
事
項

組
織

5

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
開
設

新
規
事
業

6

剪
定
・
草
刈
り
・
筆
耕

各
ス
ク
ー
ル
開
校

草取り草取り

窓拭き窓拭き

マンション管理マンション管理

剪　定剪　定

草刈り草刈り

自転車再生自転車再生室内掃除室内掃除

調理補助調理補助カート整理（スーパー）カート整理（スーパー）施設管理施設管理バックヤード（スーパー）バックヤード（スーパー） （ ）カカート整理カート整理整理（（（（ススーパー）スーーパーパーパー）ー）施施設管理施施設管設管管理）（スーパー）（ス（スーパーパーパー）ー）

はたらくなかまはたらくなかま

水分を十分に摂り水分を十分に摂り
草取り草草取り

この夏を元
気に乗りきろう！この夏を元
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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

　
　
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

右
田 

芳
明

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
、

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ご

案
内
の
と
お
り
、
近
年
、
我
が

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
急
速
な
高
齢

化
と
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世

界
的
に
も
、上
昇
傾
向
に
あ
り
、二
〇

一
〇
年
の
七
・
六
％
か
ら
二
〇
六
〇

年
に
は
十
八
・
三
％
と
な
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
高

齢
化
率
は
、
既
に
二
十
六
％
を
超
え
、

二
番
目
の
国
イ
タ
リ
ア
が
約
二
十
二

％
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
、

我
が
国
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
超

高
齢
社
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
は
、
世
界
的
に
は
、

一
九
五
〇
年
頃
の
約
二
十
五
億
人
か

ら
爆
発
的
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、

二
〇
五
〇
年
頃
に
は
、
九
十
三
億
人

に
ま
で
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
我
が
国
の
人
口
は
、

現
在
の
約
一
億
二
千
七
百
万
人
か
ら
、

二
〇
六
〇
年
に
は
九
千
万
人
を
割
り

込
む
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
我
が
国
の
よ
う
な
超
高
齢
社

会
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、

十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
、
い

わ
ゆ
る
生
産
年
齢
人
口
が
大
幅
に
減

少
し
、
経
済
成
長
に
暗
い
影
を
落
と

す
と
と
も
に
、
年
金
、
医
療
、
福
祉

と
い
っ
た
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大

に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
の
成
長

率
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
豊
か
な

知
識
・
経
験
を
も
た
れ
て
い
る
高
齢

者
の
社
会
参
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、

高
齢
者
に
就
業
機
会
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
そ
の
責
務
は
、
今
後
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
本
年
三

月
に
は
、
策
定
委
員
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
中
期
計
画
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
則
り
、
シ
ル

バ
ー
派
遣
事
業
を
、
人
材
が
不
足
し

て
い
る
流
通
・
福
祉
等
の
分
野
で
よ

り
一
層
活
用
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
や
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
画
し
な
が
ら
、
業
務
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
安
心
安
全
な
就

業
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

一
会
員
一
名
入
会
促
進
活
動
な
ど
に

よ
り
、
会
員
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
を
し
っ
か
り
と
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

超
高
齢
社
会
に
お
け
る

超
高
齢
社
会
に
お
け
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
責
務

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
責
務

第10号 道　　　　標 平成29年7月25日 （ 2 ）



去
る
六
月
六
日（
火
）午
後
一
時
三
十
分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
文
化

ホ
ー
ル
）に
お
い
て
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定時総会開催定時総会開催平成29年度平成29年度

総
会
に
先
立
ち
役
員
を
務
め
ら

れ
た
会
員
三
名
、
長
期
在
籍
会
員

三
十
一
名
、
長
期
地
区
班
長
を
務

め
ら
れ
た
会
員
八
名
の
表
彰
式
が

あ
り
、
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
平
岡
功
次
会
員
か
ら

謝
辞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
に
入
り
事
務
局
よ
り
出

席
会
員
が
委
任
状
も
含
め
議
決
に

必
要
な
定
数
の
三
分
の
二
を
満
た

し
、総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
の

報
告
が
あ
り
、木
元
利
廣
理
事
よ
り

開
会
が
宣
言
さ
れ
、議
事
に
先
立
ち

昨
年
度
の
総
会
よ
り
ご
逝
去
し
た

五
名
の
会
員
様
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

引
き
続
き
右
田
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
長
年
に
亘
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
貢

献
を
頂
き
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会

員
へ
の
感
謝
と
今
後
の
ご
活
躍
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
二
十
八
年
度

は
前
年
実
績
を
上
回
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
ま
た
中
期
計
画
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
を
実

行
性
あ
る
も
の
と
し
な

が
ら
新
規
会
員
の
確
保
、

生
涯
現
役
社
会
の
実
現

と
地
域
社
会
の
活
性
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

次
に
来
賓
の
大
分
市

長
佐
藤
樹
一
郎
様
の
祝

辞
に
続
き
大
分
市
議
会

議
長
野
尻
哲
雄
様
よ
り

祝
辞
を
戴
き
、
次
い
で

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
常
務
理
事
の
野
仲

悟
様
の
ご
紹
介
と
連
合
会
よ
り
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
議
長
の
選
任
が
あ

り
、（
中
島
Ａ
班
）小
浦
良
雄
さ
ん
を

指
名
、
議
事
録
署
名
人
に（
西
の
台

Ａ
班
）入
口
良
一
氏
・
其
田
満
男
氏

の
両
名
を
指
名
し
、
承
認
さ
れ
た
の

ち
議
事
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
・
第
二
号
議
案
・
第

三
号
議
案
・
第
四
号

議
案
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
り
、
各
号
審

議
を
行
い
各
議
案
と

も
賛
成
多
数
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
第
一
号

報
告
・
第
二
号
報
告
・

第
三
号
報
告
・
第
四

号
報
告
が
行
わ
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な

ど
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
年
度
の
基
本
方
針
に
基
づ

く
重
要
点
事
項
と
し
て

一
、
会
員
獲
得
を
推
進
「
一
会
員
一

名
増
強
運
動
」

二
、
財
政
基
盤
の
確
立
「
新

規
事
業
の
開
拓
・
既
存

事
業
の
拡
充
」

三
、
安
心
安
全
な
就
業
環
境

の
確
立
強
化「
就
業
基

準
の
遵
守
徹
底
・
事
故

抑
止
へ
の
取
り
組
み
強

化
」

四
、
組
織
力
の
強
化
「
事
務

局
・
職
群
班
部
会
の
組

織
強
化
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
全
て
の
審
議
が
終
了

し
、
議
長
退
任
の
挨
拶
が

あ
っ
た
後
、
新
役
員
十
九
名

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
由
見
文
洋
理
事
の
閉

会
の
こ
と
ば
に
よ
り
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の

皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
総
会
が
滞
り
な

く
進
行
さ

れ
ま
し
た

こ
と
、
厚

く
お
礼
申

し
上
げ
ま

す
。

ひとり１会員の入会を達成しよう！
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理
事
専
門
部
会
分
担

大分市シルバー人材センター 新役員紹介大分市シルバー人材センター 新役員紹介

総
務
部
会

●
規
約
規
定
に
関
す
る
こ
と

●
入
会
説
明
会
に
関
す
る
こ
と

●
就
業
開
拓
に
関
す
る
こ
と

●
未
就
業
会
員
対
策
に
関
す
る
こ
と

●
互
助
会
と
の
関
連
　
　
な
ど

事
業
部
会

●
専
門
部
会
に
関
す
る
こ
と

●
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

●
地
域
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
就
業
開
拓
に
関
す
る
こ
と

●
未
就
業
会
員
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
　
な
ど

福
祉
部
会

●
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
こ
と

●
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
部
会
と
の
連

携
●
就
業
開
拓
に
関
す
る
こ
と

●
未
就
業
会
員
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
　
な
ど

各
部
会
の
所
掌
事
項

各
部
会
の
所
掌
事
項

理　
　

事
三み

重え

野の　
　
　

勝ま
さ
る

理　
　

事
渋し

ぶ

谷や

建け
ん

治じ

理　
　

事
菅す

が

原は
ら

朝あ
さ

光み
つ

理　
　

事
宮み

や

園ぞ
の

清き
よ

孝た
か

理　
　

事
渡わ

た

辺な
べ

正し
ょ
う

道ど
う

理　
　

事
台だ

い　
　
　

博ひ
ろ　

美み

理　
　

事
宮み

や

崎ざ
き

英ひ
で

子こ

監　
　

事
大お

お

﨑さ
き

和か
ず

吉よ
し

監　
　

事
梶か

じ　

原わ
ら　

　
　

晃あ
き
ら

理
事
長

右み
ぎ

田た

芳よ
し

明あ
き

副
理
事
長

戸と

田だ

美よ
し

和か
ず

常
務
理
事

幸ゆ
き

野の

正し
ょ
う

市い
ち

理　
　

事
江え　

藤と
う　

　
　

郁か
お
る

理　
　

事
木き

元も
と

利と
し

廣ひ
ろ

理　
　

事
佐さ

藤と
う

健け
ん

次じ

理　
　

事
浦う

ら　

山や
ま　

か
お
る

理　
　

事
藤ふ

じ

元も
と

康や
す

保ほ

理　
　

事
吉よ

し　

村む
ら　

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎

理　
　

事
由よ

し

見み

文ふ
み

洋ひ
ろ

総
務
部
会

副
理
事
長 

戸と

田だ

美よ
し

和か
ず

常
務
理
事 

幸ゆ
き

野の

正し
ょ
う

市い
ち

理　
　

事 

吉よ
し　

村む
ら　

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎

理　
　

事 

渋し
ぶ

谷や

建け
ん

治じ

理　
　

事 

台だ
い　

　
　

博ひ
ろ　

美み

事
業
部
会

理　
　

事 

木き

元も
と

利と
し

廣ひ
ろ

理　
　

事 

佐さ

藤と
う

健け
ん

次じ

理　
　

事 

藤ふ
じ

元も
と

康や
す

保ほ

理　
　

事 

由よ
し

見み

文ふ
み

洋ひ
ろ

理　
　

事 

宮み
や

園ぞ
の

清き
よ

孝た
か

理　
　

事 

渡わ
た

辺な
べ

正し
ょ
う

道ど
う

福
祉
部
会

理　
　

事 

江え　

藤と
う　

　
　

郁か
お
る

理　
　

事 

浦う
ら　

山や
ま　

か
お
る

理　
　

事 

三み

重え

野の　
　
　

勝ま
さ
る

理　
　

事 
菅す

が

原は
ら

朝あ
さ

光み
つ

理　
　

事 
宮み

や

崎ざ
き

英ひ
で

子こ
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女性の社会進出と共に、結婚・出産後も仕事を続ける女性が増え、子どもを安心して預
けられる環境の整備がますます重要になっています。
小学生を持つ共働き家庭やひとり親家庭等の「働きながら子育てをしたい」、「安心して
働き続けたい」等の願いを引き受けて、子どもが安全で活き活きとした生活を送れるよう
に児童育成クラブが開設されました。

新規事
業規事業

児童育成クラブ開設児童育成クラブ開設

今
年
度
７
月
か
ら
事
務
局
第
２
会
議
室
を
改
装

し
、児
童
育
成
ク
ラ
ブ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

金
池
小
学
校
区
の
児
童
増
加
に
伴
い
、
学
校
内

で
運
営
し
て
い
る
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
で
の
受
け
入

れ
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
大
分
市
の
要
請
を
受

け
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
児
童
育
成
ク
ラ

ブ
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
会
議
室
を
改
装
し
、
現
在
小
学
一
年
生
か

ら
四
年
生
ま
で
の
二
十
四
名
（
定
員
四
十
五
名
）

の
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
放
課
後
、
宿
題
を
し
た
り
お
や
つ

を
食
べ
た
り
、
折
り
紙
や
画
用
紙
を
使
っ
て
指
導

員
の
シ
ル
バ
ー
会
員
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

受
入
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
後
二
時
ご
ろ

（
学
校
終
業
時
間
に
よ
っ
て
か
わ
り
ま
す
）
か
ら

一
七
時
く
ら
い
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
の
可

愛
い
姿
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

夏
休
み
は
終
日
児
童
受
入
を
し
て
い
る
た
め
、

第
２
会
議
室
の
使
用
が
限
ら
れ
ま
す
。
会
議
室
の

利
用
に
つ
い
て
は
事
務
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
に

シ
ル
バ
ー
に

子
ど
も
た
ち
が

子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
き
た

や
っ
て
き
た
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筆 耕筆 耕 草刈り草刈り

草刈り草刈り

剪 定剪 定

剪 定剪 定
　
　
　
　

剪
定
・
主
幹

熊
谷
一
秋

は
じ
め
に
、
会
員
の
皆
様
、
暑
中

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
剪
定
業

務
は
繁
忙
期
に
よ
り
、
班
長
さ
ん
及

び
班
員
の
方
々
に
は
、
大
変
お
疲
れ

様
で
す
。

さ
て
、
剪
定
の
仕
事
を
す
る
に
は
、

剪
定
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
技

術
の
修
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
例
年
６
月
か
ら
半
年
間
、
座

学
講
義
と
現
場
で
の
実
技
教
習
を
行

う
剪
定
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
は
６
月
22
日
に
開
講
式
を
行

い
、
中
川
忠
男
会
員
さ
ん
に
講
師
を

お
願
い
し
、
10
名
の
ス
ク
ー
ル
生
を

対
象
に
早
速
講
義
を
開
始
し
ま
し
た
。

実
習
は
松
の
芽
摘
み
の
他
、
低
木
剪

定
を
２
ヶ
所
の
施
設
で
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
地
区
の
剪
定
班
の
作

業
で
の
実
体
験
に
よ
る
教
習
と
併
せ
、

秋
口
の
松
の
も
み
あ
げ
の
講
義
と
実

習
、
さ
ら
に
中
木
の
実
習
も
予
定
し

て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
生
は
剪
定
部
会

員
を
目
指
し
、
熱
心
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

草
刈
り
・
主
幹

木
村　

正

当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ
ま
、
暑

中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

剪
定
、
除
草「
草
取
り
、
草
刈
り
」

等
に
つ
き
ま
し
て
は
繁
忙
期
ま
っ
た

だ
な
か
、
班
長
さ
ん
及
び
会
員
の

方
々
は
お
疲
れ
様
で
す
。

29
年
度
前
期
、
講
習
会「
安
全（
座

学
）
及
び
技
術
（
現
場
実
践
）」
が
５

月
末
日
に
12
名
の
方
が
修
了
を
い
た

し
ま
し
た
。

松の葉摘み実技教習

草刈り講習会

座学講義
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自
分
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
標

語
に
纏
め
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み

安
全
標
語
募
集

筆 耕筆 耕

今
期
も
３
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
事
故
が
な
か
な
か
減

り
ま
せ
ん
、
気
を
付
け
れ
ば
防

げ
る
事
故
が
大
半
で
す
。
作
業

前
の
安
全
確
認
、
気
を
緩
め
な

い
、
油
断
し
な
い
慎
重
な
作
業

に
努
め
て
下
さ
い
。

「
事
故
の
状
況
」

一
．落
下
事
故
一
件　

二
．転
倒

事
故
二
件　

三
．損
害
賠
償
事

故
二
件

「
安
全
就
業
を
め
ざ
し
て
」

一
．安
全
就
業
基
準
の
遵
守

二
．安
易
な
作
業
・
油
断
し
な
い

作
業　

三
．防
護
ネ
ッ
ト
な
ど

事
前
対
策
の
徹
底　

四
．作
業

環
境
の
整
理
整
頓
の
徹
底

事
故
は
、
作
業
の
始
ま
り
と

終
わ
り
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

事
前
確
認・最
後
ま
で
気
を
抜
か

な
い
作
業
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。

講
習
会
に
つ
い
て
振
返
り
ま
す
と
、

４
月
中
旬
に
説
明
会
「
面
接
」、
草

刈
部
会
の
役
員
方
、
会
長
、
副
会
長

２
名
合
計
３
名
で
実
施
、
こ
こ
で
は
、

部
会
に
入
会
動
機
等
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
重
要
こ
と
は
シ
ル
バ
ー
の
理

念
で
あ
る
「
協
働
、
共
助
」
協
調
性

等
及
び
機
材
等
の
確
認
を
し
ま
す
。

５
月
下
旬
の
２
日
間
は
座
学
に
現

場
実
践
指
導
、
座
学
は
当
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
３
時
間
程
度
「
機
材
の
構

造
及
び
取
り
扱
い
、
ま
た
、
安
全
指

導
」
さ
ら
に
後
日
、
現
場
実
践
指
導

教
育
、
安
全
就
業
指
導
に
刈
払
機
の

使
い
方
及
び
作
業
効
率
等
に
つ
い
て

の
説
明
等
を
行
い
ま
す
。

草
刈
講
習
会
、
後
期
日
程
の
ご
案

内
で
す
が
、
９
月
上
旬
に
ご
案
内
を

い
た
し
ま
す
。

す
こ
し
、
現
状
に
触
れ
ま
す
と
、

班
長
さ
ん
も
お
客
様
か
ら
の
依
頼
の

対
応
に
忙
し
く
、
会
員
の
こ
と
ば
を

聴
く
時
間
が
無
い
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。
一
般
会
員
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー

に
苦
情
の
形
で
あ
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
一
朝
一
夕
に

解
決
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
時
間
を
か

け
て
で
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
す
。

　
　
　
　

筆
耕
・
担
当
主
任

池
邉
義
幸

７
月
３
日
か
ら
５
回
に
わ
た
り
筆

耕
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
賞
状
の
書
き
方
を
中
心
に
、
松
原

貞
子
会
員
さ
ん
・
阿
南
義
弘
会
員
さ

ん
に
講
師
を
お
願
い
し
行
い
ま
し
た
。

賞
状
の
割
り
付
け
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
割
り
付
け
手
順
、
左
右
余
白
の

取
り
方
、
行
間
・
字
間
か
ら
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
な
ど
細
か
い
点

に
つ
い
て
実
践
を
交
え
な
が
ら
行
い

ま
し
た
。
受
講
し
た
全
員
が
課
題
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
技
術
の

習
得
が
出
来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
宛
名
書
き
講
習
な
ど
継
続

し
て
行
う
予
定
で
す
。

チェーンソー講習会

課題作品についての勉強会賞状書き講習会
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報
編
集
委
員

　
　
幸
野 

正
市
・
後
藤 

幸
敏

　
　
那
賀 

美
保
・
池
邉 

義
幸

宮
本  

義
孝

業
務
班（
継
続
）

古
原  

達
夫

業
務
班（
派
遣
継
続
）

潔
白
の  

白
と
い
ふ
べ
き  

初
桜

牧
　
一
男
（
東
大
分
Ａ
班
）

夫
逝
き  

孫
ら
来
た
り
て

　

い
や
し
な
り

越
智
き
よ
か
（
春
日
Ｂ
班
）

大
相
撲  

勝
ち
よ
り
気
に
な
る

  

懸
賞
金

渡
辺
靜
雄
（
宗
方
Ａ
班
）

パ
ズ
ル
解
く  

右
脳
の
鎖

　

ま
た
磨
く

四
童
子
弥
生
（
南
大
分
Ａ
班
）

し
く
じ
っ
て  

笑
い
ご
ま
か
す

老
い
の
知
恵

後
藤
由
紀
子
（
戸
次
Ａ
班
）

菜
の
花
を
御
浸
し
に
し
て

　

海
苔
を
の
せ  

春
を
食
ぶ
る
な
り

髙
橋
房
代
（
金
池
Ｃ
班
）

雨
の
中　

松
の
芽
摘
む　

我
が
友
よ

　

辛
い
だ
ろ
う
が　

こ
れ
が
仕
事
だ

富
原
新
八
（
寒
田
Ｂ
班
）

草
取
り
を  

終
え
た
る
庭
の  

気
持
良
さ

　

依
頼
の
主
も  

我
も
満
ち
足
り

衛
藤
勝
行
（
判
田
東
班
）

原
田
博
文
（
城
南
班
）

ホームページのご案内

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

俳句・川柳・手芸・趣味等
募集しています。

中
期
計
画
は
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
初
め
て

作
成
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
５
年
間
の
セ

ン
タ
ー
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
計
画
の
目
的
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
こ
の
運
営
指
針
に
基
づ
い
て
会
員
、

役
員
そ
し
て
事
務
局
が
方
向
性
を
お
互
い
に

共
有
し
て
一
体
と
な
っ
て
実
現
に
向
け
て
行

動
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
会
員
の
増
強
は
シ
ル
バ
ー
の
組
織

強
化
に
と
っ
て
要
で
あ
り
、
関
係
者
全
員
が

目
標
達
成
に
向
け
て
踏
み
出
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
ひ
と
り
一
会

員
の
入
会
を
達
成
し
よ
う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
忙
な
時
期
を
迎
え
心
配
に
な
る
の
は
事

故
で
す
。
例
年
６
月
か
ら
８
月
に
事
故
は
集

中
し
て
い
ま
す
。
安
全
標
語
を
も
う
一
度
復

唱
し
、
安
全
就
業
の
基
本
に
立
ち
返
り
就
業

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
全
は
何

よ
り
も
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
命
じ

ま
し
ょ
う
。

３
月
21
日
よ
り
継
続
の
業
務
担
当
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
宮
本
義
孝
と

申
し
ま
す
。
就
業
時
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
判
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
７
月
１
日
よ
り
業
務
班
と
し

て
入
社
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
判
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

毎
日
が
勉
強
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
１
日
も
早
く

皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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